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うまくでき定かな

。
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私
の
宝
物
は
映
画
の
パ
ン
フ

“
レ
ッ
ト
で
す
。
学
生
時
代
か
ら

・
集
め
始
め
た
も
の
で
、
今
で
は

三
百
冊
以
上
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

親子ふれあいレクリエーションが、 6月

3目、 4臼ぴわ背少年の家で行われまし

た。 お昼はカレー作り。玉ねぎ切りに泣き

ながら作ったカレーと飯ごうの御飯は、最

高の味に仕上がりました。

-
リ
ズ
ム
を
楽
し
も
う

美
里
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
を
使
っ
て
リ

ズ
ム
演
饗
を
楽
し
む
小
学
生
の

仲
間
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
練
習
日
第
1
、
3
金
昭
日

マ
時
間
小
学
校
1
1
3
年
生

は
午
後
4
時
3
5
時
、
小
学
校

4
t
6
年
生
は
午
後
5
時
36

時マ
場
所
大
神
美
里
幼
稚
園

マ
会
費
月
一
千
五
百
円

マ
見
学
会
6
月
日
日
(
金
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
の
小

西
妙
子
(
電
話
回
|
O
九
八
三
)

・
豆
剣
士
を
募
集

尚
武
会
で
は
、
少
年
剣
道
教

室
の
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

対
象
は
小
学
生
で
男
女
を
問
わ

な
b
。

マ
練
習
日

毎
週
火
、
木
曜
日

マ
時
間
午
後
5
時
3
6
時

マ
場
所
青
少
年
会
館

マ

会

費

月
三
千
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
の
菊

本
一
巳
(
氾
話
n
|
九
七
三
ニ
)

・
芸
能
の
集
い
参
加
を

福
祉
芸
能
の
集
い
実
行
委
員

会
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
を

聞
く
に
あ
た
り
舞
踊
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
の
参
加
者
を
拡
集
し
て

い
る
。

マ
開
催
日
9
月
刊
日
(
臼
)

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
申
込
期
限

6
月
初
日
(
金
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
事
務

局
の
市
川
島
〈
一
勝
志
酔
(
電
話
詑

|
六
二
四
ニ
)

-
早
朝
テ
ニ
ス
教
室
に

マ
日
時

7
月
幻
自
1
8
月
初

日
の
毎
週
日
曜
日
、
全
5
回

午
前
6
時
却
分
1
8
時
加
分

。
譲
り
ま
す
①
有
料
マ
タ
ニ

テ
ィ
ワ
ェ
ア
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
、
お
ん
ぶ
だ
っ
こ
ひ
も
、
お
ま

る
、
お
宮
参
り
用
ド
レ
ス

(赤
ち

ゃ
ん
用
)
、
冷
蔵
庫
、
ズ
ボ
ン
ブ

レ
ッ
サ
1
、
ワ
ー
プ
ロ
用
机
、
犬

用
ト
イ
レ
、
犬
用
サ
ー
ク
ル
、
バ

イ
オ
リ
ン
、
イ
コ
ラ
イ
ザ
1
、
エ

レ
キ
べ
l
ス
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
、
男
児
服
、
男

•••• 

・0

単
館
で
上
映
さ
れ
る
よ
う
な
古
写
真
を
撮
り
ま
く
り
ま
し
た
。

日

い
マ
イ
ナ
ー
映
画
が
多
い
の
が
多
い
と
き
に
は

一
年
聞
に
七

日

特
徴
で
す
。

一
時
期
中
国
や
韓
十
回
以
上
映
画
館
に
足
を
運
び

M

ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
七
月

ゴ

に
長
男

「悠
樹
」
が
生
ま
れ
て
=

か
ら
は
子
育
て
に
追
わ
れ
、
映
=

画
は
家
事
の
合
聞
に
衛
星
放
送
=

で
観
る
く
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
=

い
ま
し
た
。
将
来
は
ま
た
映
画
二

館
で
、
じ
っ
く
り
観
賞
し
た
い
こ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

=

.
み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
=

る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
=

1
0
紹
介
文
を
三
百
字
程
度
に
=

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
士

マ
送
り

先

千

加
平
塚
市
浅
間

金

町
9
1
1
平
塚
市
広
報
広
聴

“

課
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係

"
• 

・・

・
・
・

Q

フ
レ
ッ
ト
を
買
う
た
め
、

一
度

勝
た
映
画
を
も
う

一
度
観
に
い

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

S--------------

映画のパンフレット
中さな江さん(夕陽ケ丘)

砂15‘

み
お

で
六
箱
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
売
っ
て
い
る

u
映
画
で
は
必
ず
買
っ
て
い
ま

"
す
。
無
く
し
て
し
ま
っ
た
パ
ン

c
・.... 

ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公
開
さ
れ
た

映
画
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

固
な
ど
ア
ジ
ア
の
映
画
に
凝
っ

て
い
て
、
中
国
に
旅
行
し
た
と

き
は
映
画
撮
影
所
を
見
学
し
て

第 553号

マ
会
場
桃
浜
庭
球
場

マ
対
象
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
中
学
生
以
上

マ
定

口

百

二
十
人

(抽
選
)

マ
参
加

料

五

千
円

マ
申
し
込
み

7
月
5
日
ま
で

に
往
復
は
が
き
で
、
一
T
加
平
塚

市
追
分
1
l
お

平
塚
郵
便
局

私
官
箱
特
号

平
塚
市
テ
ニ
ス

協
会
へ

-
夏
休
み
体
験
教
室
に

豪
華
客
船
で
集
団
生
活
を
し

な
が
ら
北
海
道
へ
。
様
々
な
体

験
を
通
し
て
独
立
心
や
協
調
性

を
聾
う
。
費
用
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
日
程
8
月
幻
日
(
月
)

1
お
臼
(
金
)

マ
対
象
小
学
校
4
1
6
年
生

マ
申
込
期
限

7
月
白
日
(
月
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
市
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
根

本
(
電
話
ロ
l
三
五
一
二
)

-
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

平
塚
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
協
会

で
は
、
初
心
者
講
習
会
を
聞

く
。
運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご

参
加
を
。

マ
日
程

6
月
口
目
、

7
月

1

日
1
日
日
の
各
土
曜
日

マ
時
間

午

後

7
時
3
9
時

マ
場
所
旭
北
公
民
館

マ
履
物
ズ
ッ
ク
靴
、
バ
レ
ー

シ
ュ
ー
ズ
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
浜

本
盛
昭
(
電
話
お
l
七
O
六
O
)

・
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
歌
う

平
塚
シ
ャ
ン
ソ
ン
愛
好
会
で

は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

今
年
三
月
発
足
の
サ
ー
ク
ル
で

男
性
会
員
を
歓
迎
す
る
。

練
習
は
、
月
二
回
の
金
曜
日

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
八
時
三

十
分
、
中
央
公
民
館
で
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
楽
し
み
を
ど

う
ぞ
ご

一
緒
に
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
小

島
孝

一
(
電
話
出
|
七
七
O
一
)

・
吹
奏
楽
の
団
員
に

湘
南
シ
l
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
で
は
、
吹
奏
楽
経
験
者

で
楽
器
を
お
持
ち
の
方
を
団
員

に
募
集
し
て
い
る
。
低
音
木
管

パ
1
ト
の
方
は
特
に
歓
迎
。
見

学
だ
け
で
も
ど
う
ぞ
。

マ
練
習
日
時
・
毎
週
火
曜
日

午
後
6
時
1
9
時

・
隅
週
日

曜
日
午
後
1
時
5
5
時

マ
場
所
管
少
年
会
館
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
問
団
の
西

田
崇
(
電
話
犯
|
O
八
六
七
)

・
油
彩
画
展
開
く

マ
日
程
6
月
n
日
(
土
)

5
幻
自
(
火
)

マ
時
間
午
前
日
時
3
午
後
6

時マ
会
場

ギ
ャ
ラ
リ
ー

T
(紅

谷
町
M
l
m

5
階
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
二
人
展
の

嶋
本
元
子
(
電
話
況
|
二
五

O

六
)-

盆
踊
り
新
曲
講
習
会

平
塚
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
で
は
、
新
曲
を
使
っ
た
盆
踊

り
の
講
習
会
を
聞
く
。

マ
日
程

7
月
時
日
(
火
)

マ
時
間
午
後
1
時
1
4
時

マ
場
所
総
合
体
育
館
第
2
体

育
室

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
飯

尾
富
貴
子
(
電
話
幻
|
ニ
O
三

七
)。

サ
ー
ク
ル
掲
示
板

サ
ー
ク
ル
の
会
民
募
集
、
イ

ベ
ン
ト
業
内
な
ど
に
、
お
気
軽

に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
|
1
平
塚
市
広
報
広
聴

楳
「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

T
マ
リ
ン
湘
南

児
靴
、
②
無
料
和
だ
ん
す
、
リ

ビ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ

ド
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ペ
ッ
ト
、
雨
が

つ
ば
、
也
動
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、
ス

テ
レ
オ
、
高
校
女
子
制
服
、
柔
道

着
、
ス
キ
l
板
、
鳥
か
ご
、
電
子

ピ
ア
ノ
、
英
語
教
材
、
ガ
ス
コ
ン

ロ
、
ひ
な
飾
り
、
五
月
人
形

。
醸
っ
て
く
だ
さ
い
A
型

・
B

型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
双
子
用
ベ
ビ
ー

カー、

三
輪
車
、
滑
り
台
、
ぶ
ら

ん
と
、
ベ
ビ
1
キ
ャ
リ
ー
、
七
五

三
用
男
児
服
、
げ
た
箱
、
ニ
段
ベ
ッ

ド
、
テ
ー
ブ
ル
、
棚
、
洗
縮
機
、

テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
ト
ー

ス
タ
ー
、
ワ
ー
プ
ロ
、
扇
風
機
、

ク
ー
ラ
ー
、
エ
ア
コ
ン
、
赤
外
線

治
療
器
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
ミ
シ
ン
、

エ
レ
ク
ト
l
ン
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
、
ガ
ス
湯
沸
か
し

器
、
日

α
・
加
は
バ
イ
ク
、
自
転

車
、
子
供
用
自
転
車
、
自
転
車
用

乗
車
装
位
、
介
護
用
ベ
ッ
ド
、
剣

道
防
具
一
式
、
パ
ソ
コ
ン

@
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ

く
り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

三
)
へ
。

s 
s 

心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
に
来
所
し
て

い
る
不
登
校
や
い
じ
め
、
神
経
症
な
ど
、
心

に
悩
み
や
問
題
を
抱
え
る
子
供
た
ち
に
共
通

し
て
い
る
こ
と
は
、
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
し

ぼ
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
、
学
校
や
家
庭
で
身
動
き
が
取
れ
な
く
な

り
、
自
信
、
意
欲
と
い
う
も
の
が
失
わ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
l

(
遊

戯
療
法
)
を
通
し
て
、
こ
の
子
た
ち
の
し
ぼ

ん
で
し
ま
っ
た
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
膨
ら
む

よ
う
に
援
助
し
て
い
く
の
で
す
が
、
や
は
り

大
切
な
の
は
家
庭
で
の
生
活
で
す
。

子
供
の
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
し
ぼ
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
点
に

目
を
向
け
、
今
す
ぐ
で
き
そ
う
な
と
と
か
ら

始
め
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
子
供
に
と
っ
て
家
庭
が
安
心
で
き
る
場

所
に
な
っ
て
い
る
か
。
家
庭
の
中
に
対
立
や

い
さ
か
い
が
な
く
、
落
ち
着
い
た
暖
か
い
雰

囲
気
に
な
っ
て
い
る
か
。
親
の
前
向
き
で
楽

し
げ
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。

(
家
族
の
関
係
を
見
直
し
改
善
す
る
こ
と
は

と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
時
聞
を
か
甘

て
じ
っ
く
り
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
)

②
家
庭
の
中
で
、
子
供
の
存
在
感
が
弱
く

な
っ
て
い
な
い
か
。
欠
点
ば
か
り
を
指
摘
し

な
い
で
、
子
供
を
認
め
た
り
褒
め
た
り
の
言

葉
掛
凶
り
を
し
て
い
る
か
。
子
供
を
信
頼
し
、

子
供
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
か
。

心
の
エ
ネ
ル
不
ー
を
取
り
戻
す
に
は
、
ま

ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
、
焦
ら
ず
じ
っ

く
り
と
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
決
し
て
焦
ら
な
い
こ
と
で
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
・
電
話
部
l
六
O
一
二

市営ブールのブール開き納税貯蓄組合への加入のおすすめ

-開設期間

7 月 1日~8 月 31 日
午前9時~午後 4時 30分

-プール

湘南海岸公園プール

龍城ケ丘プール
回長土 ー

o入場料大人250円、子供100円

0問い合わせ先 みどり公園課(内線424)

。納税貯蓄組合とは

税金を円滑に納めるために法律に

基づいてできた組織

。納税貯蓄組合の活動

市からの事務費補助金により、円

滑な納税を推進するための事撲を笑

施して いる

。加入の手続きは

市内には町内会や同業者?などを一

定の単位とした組織が264あるため、

いつでもお近くの組合へ加入申し込

みできる

。問い 合わせ先 収納楳(内線280)
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高・ 26日 7 年 3 月 21 日 ~31日:.会場平塚保健所 :田後期(妊娠 8か月以降の方) : 幼児 i 圃時間午前 9 時~10時 務

窓 口月の l歳 6か月児】 :・持ち物 母子健康手帳、銀 :24日 午 後 1時3小 4時 ;・会場平塚保健所 :・申し込み包括で平塚保健義
-

所へ。 塑

3 VJ ・/~~ I予防接種・7月力M 一I 問鞠3
震 W'7J ~j路端ちゃん...-:白 I .. '__ι I 乳222232232?の塁
側畠晶、r合平塚市見附町 2ー20-405 一二--明司司F ・l正 唱哩田~ .. 回‘.....・...._ a，.、 : 母子健康手帳を持参のうえ謹

::~アルパックテクノにお勤めの小 田・・邑 ・占有圃・園 ..置、l" ...~.、 UJ  ~指定の医療機関で受診を。 ti 
i，\TJ ， 1誌んω峨) と陽子さん(;~ f一菅p~岨Fj 胃ー ，• .1、t回'‘'1 ‘rI V_' 
崎山説。平成 6 年10月20 日生ま~守?で邑 "??人 .万 六人 :曾奥羽 gag
弘2222d民生をいたので一夫記盛; τ~ (鍾v舗》ぜV!I正、 :一乳幼児 雪

男の子が生まれてびっくりしたお父さ司， ，，.:;:舟守三'4・司 守側冒〆 ¥剥民/""'-#τ/ "" .... / i・相談日毎週水曜 日 遅
んとお母さん。知人に金太郎ちゃんを紹 .~y司、更__ ¥l" ‘ 三三__ v V V i・時間 午前 9 時30分~10時 語

訳 出 品おおfアa盛 A"守r万むr点、J.22保健センター 雲
た。お馴風配…恥…、つ%も一哨緒臥…批ぷと:戸じ Li哩哩届巴 吸彰da:江々~_~:ぺ:::::::i;:1;:グ;ゲX :.?2ご?~詰育」号号宮号ず?リ写拡民ヰ22詰ゐ♂?g
設諮詑2記う2符山z広Uし♂f鳩枇?思昨取2立訪間3完沼号記問t忠rr2??ア?子…く侃元回 f'¥ 酒盈置2 在ι三与:...'山去伊dI( 6る忍〈ぷ矛まゲ~I>ρ1>ぺ;
廻喝』は…ま抑吋……が憾叩……き飢……に跡…赤純ち一 酬一生帥吋年伺月一住 …側附…g鎚…u榔捌g綿側8縦総

所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応 . ----------------------------------------------------------------

募く7だ芝さい。対象は l歳未満の赤ちゃんです。応募

されたはがき(l 日掲載分は26 日~10日締め切り、
15日掲載分は11 日~25日締め切り)は、抽選に
より広報紙に掲載します。今回は18人応募。

公送り先 〒254平塚市浅間町 9- 1

平塚市広報広聴諜「赤ちゃんの

ステージ」係

風
し
ん
予
防
は

小
児
の
う
ち
に

マ
内
容
歯
周
病
予
防
の
た
め

の
検
診
と
歯
磨
き
練
習

マ
持
ち
物
普
段
使
っ
て
い
る

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
母
子
健

康
手
帳
(
妊
婦
の
方
)

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話

n
i
o
--ニO
)
予
約
制

風
し
ん
は
三
日
ば
し
か
と
も

呼
ば
れ
る
が
、
大
き
く
な
っ
て

か
か
る
と
直
り
に
く
い
の
で
小

児
の
う
ち
に
予
防
接
種
を
。

マ
対
象
年
齢

1
歳
3
7
歳
6

か
月
未
満
、
ま
た
は
ロ
歳
1
M

歳
未
満

(既
に
風
し
ん
に
か
か

っ
た
方
は
除
く
)

マ
接
種
回
数

1
回

マ
接
種
場
所

開
業
医
、
病
院

マ
持
ち
物
母
子
健
康
手
帳
、

健
康
保
険
証

マ
問
い
合
わ
せ
先

(
内
線
二
五
八
)

が
ん
検
診
で
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を

市
で
は
、
が
ん
の
集
団
検
診

と
医
療
機
関
に
よ
る
施
設
検
診

を
行
っ
て
い
る
。
年
に
一
度
は

ご
自
分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
実
施
日
や

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
健
康

課
(
内
線
二
六
O
)
に
お
問
い

合
わ
せ
を
。

{
集
団
検
診
}

マ
検
診
名
、
対
象
、
費
用

・
胃
が
ん

(刊
歳
以
上
)
五
百

円
・
大
腸
が
ん
(
刊
歳
以

上
)
三
百
円

・
子
宮
頚
が
ん

(却
歳
以
上
)
四
百
円

・
乳

が
ん
(
却
歳
以
上
)
百
円

マ
申
込
方
法

は
が
き
に
希
望

健
康
課

歯
ぐ
き
の
横
診

マ
対
象

満
の
方

マ
日
程

6
月
幻
自
(
火
)

マ
時
間
午
前
9
時

sm時
泊

分
、
午
後
1
時
1
2時
却
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

妊
婦
お
よ
び
叩
歳
未
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ず
る
検
診
名
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望

日
を
記
入
し
、
〒
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1
平
塚
市
健
康
探
へ

{
施
設
検
診
}

マ
検
診
名
、
対
象
、
費
用

・
子
宮
顕
が
ん
(
叩
歳
以
上
)

一
千
円
・
乳
が
ん

(
初
歳
以

上
)
四
百
円
・
肺
が
ん
(
刊

歳
以
上
)
四
百
円

マ
持
ち
物

健
康
保
険
証、

健

康
手
帳

マ
申
込
方
法
実
施
医
療
機
関

へ
直
接
申
し
込
む

※
い
ず
れ
の
検
診
も
節
目
年
齢

、nu
、
p
b
、
n
u
、
F
U
、
n
u
、戸り、

f

3

3

4

4

5

5

 

印
、
日
歳
)
お
よ
び
河
歳
以
上

の
方
に
は
無
料
券
を
送
付
す
る

休
日
歯
科
診
療

休
日
急
患
歯
科
診
療
所
が
改

修
中
に
つ
き
、
当
番
医
院
で
診
療

を
し
て
い
る
。
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
。

マ
日
程
と
当
番
医
院

・
6
月
お
臼
(
臼
)
佐
藤
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
中
星
回
l
幻

怒
ん
マ
ち
百
科

(
電
話
お
l
八
三
三

O
)

-
7
月
2
日
(
白
)
久
保
田
歯

科
医
院
、
平
塚
4
1
M
M
l
8

(
包
括
お
l
五
三
二
三
)

-
7
月
9
日
(
臼
)
二
瓶
歯
科

医
院
、
中
里
お

l

G
(
電
話

お
l
六
九
一
三
)

-
7
月
日
白
(
日
)
森
歯
科
医

院
、
諏
訪
町
四
|
8
(
電
話

お
1
七
七
二
三
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
歯
科

医
師
会
(
電
話
詑
|
七

O
O八
)

山
U

の
健
康
相
談

マ
白
程

6
月
幻
自

(
火
)
、

7
月
5
日
(
水
)
、
M
日

(
金
)

マ
時
間

午
後
1
時
却
分
1
3

時
却
分

マ
会
場

平
塚
保
健
所

マ
対
象
心
の
悩
み
、

ノ
イ
ロ

ー
ゼ
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
悩

み
を
持
つ
本
人
、
家
族

マ
相
談
担
当
者

精
神
科
医

師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
(
訪
問

も
可
)

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
詑
|
O
一
三

O
)
予
約
制

~潟市東r資制編近代(2)Jを発信

明治30年代、石垣本腐の銅版商(馬入地区}

ζ のほか付録として「偵察録(明治初めに陸箪が

調査した村々の概要)Jが収められている

博物館では、平塚市史

第6巻「資料編近代(2)Jを

発行する。

-内容明治 22年から大正

8年までで、町村制の施行

から日清 ・日露戦争を経て

第一次世界大戦に至る時期

の町と村などについて掲峨

・規格 A5判 850ページ

・価格 6.000円

・問い合わせ先博物館市

史編さん係〈電話 32-5843)

17'、正三一、十九""Itdlトtt. !1t3~\W~[J 
U わ J/J¥:jて刷w粗」宝き;l1¥in

。申し込みひらつか天城山荘
※申し込みは 6か月前から受け付け

・電話 0558-87 -1050 

• FAX 0558-87-0557 

・住所干410-32 静岡県田方郡
天城湯ケ島町上船原1120-1 

• 1泊 2食付き、大人4，925円、子供4，405円-融I 0問い合わせ交流親善繰{内線597)

X印 満室 ム印早めに申し込みを O印まだ余裕がある ( 8月は満室)
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ぬ
土
×

mu
金

O

鈴
木

O

幻
水

O

M

ぬ
火

O

お
月

O

M
日

o
n土
x

n金
A
U

幻
木

O

初
水
休

刊
火
休

山崎
月
休

η
日
O

M
土
×

日
金
×

M
木

O

U
水
×

ロ
火
×

日
月
×

ω臼
×

9
土
×

8
金
A
U

7
木
A

6
水
A
U

5
火
A

4
月

0

3
日
×

2
土
×

1
金
×

日
曜

9

月

生
後

四

か

月

か

ら

離

乳

食

の

時

間

は

五

か

月

こ

ろ

に

な

午

前

十

時

ご

ろ

授

乳

り

、

ス

プ

ー

ン

に

も

の

前

に

与

え

る

の

が

慣

れ

授

乳

時

聞

が

定

適

当

と

さ

れ

て

い

る

ま

つ

で

き

た

ら

、

そ

が

、

お

母

さ

ん
の
都

ろ

そ

ろ

離

乳

食

を

始

合

や

赤

ち

ゃ

ん

の

食

め

る

。

赤

ち

ゃ

ん

の

欲

を

考

慮

し

、

落

ち

目
が
大
人
の
食
事
に

・ー・

結
い
て
与
え
ら
れ
る

興
味
を
示
し
、
は
し

離

乳

食

の

初

期

時

間
が
よ
い
。
ま
た

の
動
き
を
追
っ
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
口
元
を
毎
日
同
じ
時
間
帯
に
与
え
る
よ
う
に
す
る
。

つ
つ
い
て
口
を
聞
け
た
り
す
る
よ
う
に
な
れ
回
数
は
一
日
一
回
で
、
最
初
は

一
種
類

一

ば
、
離
乳
は
う
ま
く
進
め
ら
れ
る
。
さ
じ
か
ら
始
め
、
嫌
が
ら
な
り
れ
ば
少
し
ず

始
め
は
、
ゆ
る
い
の
り
状
で
半
流
動
の
も
つ
増
や
し
て
三
さ
じ
程
度
食
べ
ら
れ
る
よ
う

の
を
与
え
、
食
べ
る
練
習
を
さ
せ
る
。
こ
れ
に
練
習
す
る
。
離
乳
食
の
後
に
飲
ま
せ
る
母

は
本
格
的
な
離
乳
食
の
準
備
段
階
で
あ
る
。
乳
や
ミ
ル
ク
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
飲
む
だ
け
の

こ
の
こ
ろ
は
無
理
を
せ
ず
、
赤
ち
ゃ
ん
に
食
品
を
与
え
て
よ
い
。
な
お
、
初
期
の
離
乳
食

べ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
は
か
ゆ
、
野
菜
、
果
物
、
芋
類
、

豆
腐
な
ど

が

大

切

で

あ

る

。

が

適

し

て

い

る

。

(

健

康

課

)
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広報ひらつか

-
福
祉
の
講
習
会
で
す

第 553号

マ
定
員

初
人

(先
着
順
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
社
会
福
祉
協
協
会
(
匂
話
お

|
二
三
三
=
一)
へ
。

A
V
り
ん
ご
の
オ
ー
ナ
ー
に

J
A湘
南
で
は
、
岩
手
県
花
巻

市
に
あ
る
友
好
リ
ン
ゴ
園
の
オ
ー

ナ
ー
を
募
集
す
る
。

マ
内
容
オ
ー
ナ
ー
希
望
者
が
必

要
本
数
を
生
産
者
と
契
約
し
、
所

定
の
経
費
を
負
担
す
る
か
わ
り
に

収
礎
物
の
す
べ
て
を
受
り
と
る

マ
オ
ー
ナ
ー
料
金
り
ん
ご
成
木

1
本
一
万
四
千
円
(
品
種
サ
ン
フ

ジ
)

マ
申
込
期
限

6
月
初
日

(金
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は、

J
A湘
南
企
画
部
組
合
凸
課

(
霊
お
ー
二

五
五
内
線
二
五

一
一)
へ
。A-高

校
で
受
講
生
募
集

マ
対
象
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方

マ
内
容

淡
字
と
中
国
文
化

マ
定
品

刊
人

(抽
選
)

マ
申
込
期
間
7
月
四
日

(
土
)

1
白
日
(
月
)

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
同
校

(
電
話
回
|
一
五
=
一
二
)
へ
。

-
健
康
講
座
を
開
く

済
生
会
平
塚
病
院
で
は
、
健
康

開
座
を
附
く
。

マ
日
時

6
月
幻
自
(
火
)
午
後

2
時
1
3時
却
分

マ
会
場

済
生
会
平
塚
病
院

マ
内
容
床
ず
れ
の
予
防
と
治
療

に
つ
い
て

マ
参
加
料
無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
同
病
院
医
事

陳
(
屯
話
出
|
O
五
ニ
O
)
へ
。

-
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

マ
時
間
午
前
日
時
3
午
後
3
時

nu
、T
q
JV
Jノ

マ
定
員
両
コ
1
ス
印
人
(
抽
選
)

マ
申
込
期
限

7
月
M
臼
(
金
)

マ
受
講
料

五
千
円

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
で

〒
m
ー
ロ
平
塚
市
北
金
目

一
一
一

七
東
海
大
学
理
学
部
基
礎
教
育

研
究
室
サ
マ
l
セ
ミ
ナ
ー
係

(電

話
回

l=こ
こ
へ
。

A
V
園
芸
教
室
を
開
く

マ
日
時

7
月
日
日
(
木
)
午
前

9
時
却
分
1
日
時
初
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
内
容
熱
帯
花
木
、
草
花
の
管

理マ
制
師

闘

芸
研
究
家
川
口
我
大

典
氏問

い
合
わ
せ
は
、
同
相
談
コ
ー

ナ
ー
(
電
話
お
|
O
五
九
三
)
へ。

A-腎
臓
病
の
相
談
会
が

マ
鱗
師
東
海
大
学
医
学
部
教
授

佐
藤
戚
氏

※
相
談
を
希
望
す
る
方
は
郡
前
の

申
し
込
み
が
必
要

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
県
保
健
予
防
課
(
電
話
附
I
m

-
-
一
一
一

内
線
五
O
五
三
)
へ。

A
V
技
術
校
で
受
講
生
が

藤
沢
高
等
職
業
技
術
校
で
は
、

購
習
会
の
受
講
生
を
募
集
す
る
。

{デ
ィ
ス
プ
レ
イ
技
法
コ
l
ス
}

マ
日
程

7
月
例
日
(
月
)
、
お
日

(
火
)
、
幻
自
(
木
)
、
お
日
(
金
)

全
4
回

マ
定
員

団

人

マ
申
込
期
限

7
月
刊
日
(
旦

【実
務
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
入
門
】

マ
日
程

7
月
日
目
(
木
)
、

M
日

(金)、

口
日
(
月
)
、
回
目
(
火
)

全

4
回

マ
定
只
加
入

マ
申
込
期
限

6
月
却
日
(
木
)

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
同

校
(
世
話
O
四
六
六
|
お
|一
一四

二
五
)
へ
。

-
図
面
コ
ン
ク
ー
ル

ク
で
は
、
小
学
生
図
画
コ
ン
ク
ー

ル
の
作
品
を
募
集
す
る
。

マ
応
募
資
絡
県
内
に
お
住
ま
い

の
小
学
生

マ
応
募
規
定

・
テ
1
マ
魚
ま
た
は
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
パ
ー
ク
祭
の
風
長
(
魚
は
淡

水
魚
に
限
る
)

・
規
格
四
つ
切
り
の
画
用
紙
に

ク
レ
ヨ
ン
ま
た
は
水
彩
画

マ
応
募
方
法
作
品
の
謀
に
作
口
開

票
(
題
、
学
校
名
、
氏
名
、
学
年
、

年
齢
、
保
護
者
名
、
住
所
、
定
話

番
号
)
を
添
付
し
て
郵
送
ま
た
は

持
参
す
る

マ
応
募
期
限

6
月
初
日
(
金
)

応
募
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は
、

同
パ
l
ク
(
〒
却
相
模
原
市
下
精

一
九
O四
・
匂
詰
O
四
二
七
|
沌

l

O
二
二
一
)
へ
。

A
V
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

神
奈
川
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
西
湘
大
会
が
聞

か
れ
る
。
ご
参
加
を
。

マ
日
時

6
月
四
日
(
臼
)
午
前

日
時
1
午
後
3
時
叩
分

マ
会
場
西
湘
地
区
体
育
セ
ン
タ

ー
、
小
田
原
市
立
富
士
見
小
学
校
、

酒
匂
中
学
校
、
白
鴎
中
学
校

マ
種
目

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
グ
l

ト
ボ
l
ル
、
民
踊
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

パ
1
ド
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
神
奈

川
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
(
電

話
附
l
m
l
ニ
四
三
O
)
へ。

-
手
作
り
紙
芝
居
を

神
奈
川
県
立
図
書
館
で
は
、
第

十
六
回
手
づ
く
り
紙
芝
居
コ
ン

ク
ー
ル
の
応
募
者
を
募
集
す
る
。

マ
応
募
資
格
小
学
生
か
ら
成
人

ま
で
(
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
る
)

マ
応
募
点
数
個
人
ま
た
は
共
同

製
作
で
2
点
以
内

マ
応
募
規
定
大
き
さ
、

枚
数
は

自
由
で
四
百
字
以
内
の
あ
ら
す
じ

を
添
付

マ
応
募
期
限

9
月
初
日
(
水
)

応
募
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は
、

同
図
書
館
視
聴
覚
部
柴
務
牒
(〒
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-
中
小
企
業
者
研
修
を

中
小
企
業
大
学
校
東
京
枝
で

は、

平
成
七
年
度
の
中
小
企
業
者

研
修
講
座
を
聞
く
。

マ
コ
1
ス
経
営
後
継
者
コ
ー

ス
、
経
営
管
理
者
コ
1
ス
、
工
場

管
理
者
研
修
コ
ー
ス
な
ど

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
騎
求
な
ど
群

し
く
は
、
同
大
学
校
総
務
部
研
修

生
課
(
包
括
O
四
二
三
|
制
|一

一
九
二
ヘ
。

-
文
化
振
興
基
金

文
化
振
興
基
金
は
、
芸
術
文
化

怠
業
の
実
施
や
市
民
の
創
造
的
な

文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
に

使
わ
れ
る
。
ご
協
カ
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推

進
室
文
化
振
興
係
(
内
線
六
七
三
)

ヘ

。

(

敬

称

略

)

・
平
塚
湘
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

十
万
円

-
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
対
す
る
助
成
な
ど

に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。


